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計には測定と伝達（measurement function and communication or information
function），すなわち計算と報告という二つの職能がある（英語の account,






























































































































表示に関するフレームワーク（Framework for the Preparation and Presentation of
Financial Statements）」（補）の公表以来，公表順で，イギリス，ドイツ，日本，
中国などにおいても議論が提起されることとなった。
１４２ 松山大学論集 第２１巻 第５号
（補）FASBの概念フレームワークと IASBのそれは，両者共通化されるべく，
２００４年以来，そのための作業が進んでおり，２００６年にディスカッショ
ン・ペーパーが，２００８年に公開草案（Conceptual Framework for Financial
Reporting ; The Objective of Financial Reporting and Qualitative Characteristics
and Constraints of Decision-Useful Financial Reporting Information）が公表さ
れている。
イギリスにおいては，１９９９年，会計基準審議会（ASB）が「財務報告原則


































































アメリカ会計からの訳語ではある。しかし，これらは，gives true and fair

















































































































































































資産の測定方法…取得原価 市場価格 割引価値 入金予定額 被投資企業
の純資産額
























































































































吸 収 同 一
納税者会計の側面－企業会計依存性 発生主義・実現主義 交換に着目した測定

















































７）Paton & Paton Jr. ; Corporate Accounts and Statements,１９５５p.３８２
なお，アメリカ合衆国では，一部で，エンティティ・セオリーが盛んな時期があったよ
うに見受けられる。ムーニッツ（M. Moonitz）の The Entity Theory of Consolidated Statements
（１st ed.１９４４,２nd ed.１９５１）はその顕著な例かと思う（ムーニッツは，１９４２年に Accounting








Tentative Statement of Accounting Principles Affecting Corporate Reports）」以来，演繹的方法
に傾いて行き，また，首尾一貫した会計原則・基準設定のための「会計公準（Accounting































































「益金の額の構造」黒澤 清教授總編集・武田昌輔教授編「体系近代会計学  税務会計
論」（昭和５４（１９７９）年）第二章
（２００９年８月）
１６０ 松山大学論集 第２１巻 第５号
